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等
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
秋
以
降
の
導

入
を
目
指
し
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｃ
Ｆ
は
、
共
感
が
得
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
見
極
め
て
募
集
す
る
な
ど
、
関
係
部

局
で
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
魅
力
あ

る
・
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

新
た
な
稼
ぐ
手
法
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

	

協
定
の
締
結
状
況
と
、
新
た
に
締
結
し

た
電
気
自
動
車
を
利
用
し
て
電
源
を
確
保
す

る
協
定
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

本
市
で
は
、
災
害
発
生
に
よ
る
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
発
災
か
ら

復
旧
・
復
興
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
他
都
市
や
民
間
事
業
な

ど
と
災
害
連
携
協
定
の
締
結
を
進
め
て
お
り
、

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
の
締
結
件
数
は
40

件
で
、
う
ち
30
件
が
民
間
事
業
者
で
あ
る
。

　
今
回
締
結
し
た
協
定
は
、
災
害
時
に
停
電

が
長
期
化
し
た
場
合
に
、
事
業
者
が
保
有
す

※
Ｇ
Ｃ
Ｆ（
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
）…
自
治
体
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
者
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共

感
し
た
方
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

利
用
し
て
資
金
を
募
る
も
の
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
…
公
共
施
設
の
名
前

を
付
与
す
る
命
名
権
と
、
付
帯
す
る
諸
権

利
の
こ
と
。

市
民
ク
ラ
ブ

民
間
事
業
者
と
の
災
害
連
携
協
定

問答

る
電
気
自
動
車
を
本
市
が
指
定
す
る
場
所
に

運
搬
し
電
源
の
確
保
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
、
締
結
し
た
協
定
を
有
効
に
機
能
さ

せ
る
た
め
に
も
、
定
期
的
な
連
絡
体
制
の
確

認
や
、
日
頃
の
訓
練
を
通
し
て
災
害
に
よ
る

被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

	

本
市
の
防
災
備
蓄
品
は
他
の
中
核
市
に

比
べ
て
量
が
少
な
い
が
、
災
害
に
対
す
る
備

え
は
十
分
な
の
か
伺
い
た
い
。

	

備
蓄
品
に
は
、
市
が
備
蓄
す
る
現
物
備

蓄
と
事
業
者
等
と
の
災
害
協
定
を
通
じ
た
流

通
備
蓄
が
あ
り
、
現
物
備
蓄
は
、
長
崎
大
水

害
の
避
難
者
数
３
０
０
０
人
と
災
害
対
応
職

員
数
６
０
０
人
の
合
計
３
６
０
０
人
の
２
日

分
を
基
本
と
し
て
お
り
、
使
用
期
限
が
短
い

も
の
や
大
量
に
必
要
と
す
る
も
の
等
は
、
大

手
ス
ー
パ
ー
等
と
の
災
害
協
力
協
定
や
国
の

支
援
に
よ
る
流
通
備
蓄
で
対
応
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
近
年
、
災
害
が
頻
発
化
、
激
甚
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
想
定
さ
れ
る
災
害
の
発
生
頻

度
や
規
模
、
支
援
体
制
の
状
況
等
を
勘
案
し
、

災
害
時
に
必
要
な
物
資

が
円
滑
に
供
給
で
き
る

よ
う
備
蓄
品
の
整
備
及

び
協
定
締
結
事
業
者
等

と
の
連
携
強
化
に
努
め

て
い
き
た
い
。

	

今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、
ま
た
、

防
災
備
蓄
品

問答日
見
地
区
市
営
住
宅
の
変
遷

問

跡
地
が
生
じ
た
場
合
の
活
用
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

	

長
崎
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
築
40
年
以
上
の
日
見
大
曲
住
宅
、

日
見
大
曲
ア
パ
ー
ト
（
４
号
棟
除
く
。）、
宿

町
ア
パ
ー
ト
は
、
戸
数
の
約
５
割
減
を
目
指

し
建
て
替
え
に
よ
る
集
約
を
進
め
る
。
築
30

年
か
ら
39
年
の
宿
町
第
２
ア
パ
ー
ト
は
浴
槽

な
ど
の
給
湯
化
や
浴
室
改
修
を
行
い
、
戸
数

の
約
３
割
減
を
目
指
し
改
修
に
よ
る
集
約
を

進
め
る
。
築
30
年
ま
で
の
日
見
大
曲
ア
パ
ー

ト
４
号
棟
は
適
切
な
維
持
修
繕
を
行
う
。
建

て
替
え
や
改
修
に
際
し
て
は
、
入
居
者
や
地

域
住
民
の
方
々
へ
説
明
を
行
い
な
が
ら
進
め

る
。
ま
た
、
集
約
に
よ
り
空
地
が
発
生
す
る

場
合
は
、
市
で
ま
ず
活
用
を
検
討
し
た
上
で
、

住
民
の
方
々
に
説
明
し
な
が
ら
、
土
地
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

	

本
市
の
見
解
と
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。
ま
た
、
学
校
で
生
理
用
品
を
児
童
生
徒

に
無
償
で
提
供
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	
「
生
理
の
貧
困
」
に
つ
い
て
は
全
国
的

に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
コ

ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
か
ら
孤
独
や
孤
立
に

よ
り
不
安
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
は
必
要

と
考
え
、
国
の
「
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付

金
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
型
」
の
活
用
に
つ
い

て
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
支
援
策
の
１
つ

答

公

明

党

生
理
の
貧
困

問答

と
し
て
生
理
用
品
等
の
提
供
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
学
校
で
は
児
童
生
徒
に
緊

急
用
と
し
て
生
理
用
品
を
貸
与
し
て
い
る
が
、

今
後
は
提
供
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
実
態
把
握
に
努
め
、

内
容
に
よ
っ
て
は
、
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
な

ど
し
て
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

	

本
市
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地

で
の
原
爆
展
開
催
の
有
無
、
開
催
場
所
や
期

間
、
周
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
機
会
を
捉
え
、
令
和
2
年

度
開
催
予
定
だ
っ
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
原
爆
・
平
和
展
」
は
、
大
会
自
体
の
延
期

に
合
わ
せ
、
令
和
３
年
７
月
18
日
か
ら
９
月

５
日
ま
で
、
東
京
都
文
京
区
、
千
代
田
区
、

埼
玉
県
飯
能
市
の
３
都
市
で
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、
写
真
パ

ネ
ル
や
実
物
資
料

の
他
、
柱
時
計
の

レ
プ
リ
カ
等
を
展

示
し
、
被
爆
の
実

相
や
復
興
の
歴
史

等
に
つ
い
て
紹
介

地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
つ
な
が
り
サ

ポ
ー
ト
型
…
国
の
緊
急
支
援
策
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
困
難

や
不
安
を
抱
え
る
女
性
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
民
間
団
体
の
知
見
や
能
力
を
活
用

し
、
き
め
細
か
い
支
援
を
実
施
す
る
も
の
。

原
爆
展
開
催
の
在
り
方

問答

▲柱時計レプリカ


